











（そ の 四）  













1ト15世紀のVeneziaおよぴSan Marco寺院をめぐるイタリアの芸術的  
情況   
よくいわれることであるが、Veneziaの美術はイタリアの他の地域に比べて  
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のである。13世紀はVenezia にとって国際化の時代であった。これとともに  
一世紀以上の遅れでロマネスク文化のVenezia流入が始まる。San Marco寺  
院の建築は、その主要な行事である第三次改築が既に1073年に完成しており、  





を受けたのはモザイクの方である。   
次にゴシック、様式についても、VelleZi且は他のイタリア諸都市よりも約1世  
紀遅れて1ヰ世紀中葉これに遭遇した。   
ゴシック様式は極く簡単に述べると北西ヨーロッパ、特にフランスでは、1三  
世紀が初期ゴシックの段階で、Ile－de－France地方のロマネスク芸術を基盤と  
して出現した。この新しい様式が最初に完全な姿を現わしたのが Paris 近郊  
Saint－Denis修道院付属教会堂（シト一派。1132－42年軋修道院長Sugerの  
設計）であることはよく知られている。次いで Noyon，Senlis，Saint－Remi  





























（a）ゴシック様式のイタリアへの影響で一番早期のものはやはり Norman  








Gunzoの設計による5身廊、2内陣、後陣は5個の放射状祭室つき周歩廊の構   


























































ては、Goethe との関連もあるので後に別項で扱う。）  







98年の十字軍、皇帝FriedrichII世による1228－29年の第ⅠⅤ回十字軍）を   





の伝統の強いもの（ⅣIesslna近郊のS Marla della Valle教会なと）の他に、  
S Marla degllAlemannl（Messlna），BaslllCadelMurgo（Lentlnl），ChleSa  
dlS NICOla（AgrlgentO）6）などソトー派教団の属するフルゴーニュ派コンノ  
クの純粋に外来の技術による一群の壮大な建築かある。第一のものは、病院と  
並んで建てられたものて今日一部の遺構しか残っていないか、それでもSICllla  

































3．イタリア本土における純粋移植の試み。   





















会群を実地に研究したといわれる。その作風はLombardiaのロマネスクの伝   
桂  芳 樹  
洗を土台に、当時Emilia地方に既に渉透していたProvince系ゴシック様式  
を加味したもので、後年はさらに在仏経験からゴシックの最も正統的な様式の  



























tedrale Fidenzaの明らかな洗練された進化の姿を示している。塔や身廊の垂  
直上昇力やオジーヴ・ヴオールトは両者に共通だが前者は後者に比べ一層明確  
な線と輪郭を示している。これはまだロマネスク的要素の強い空間構成からゴ  
シック的空間への進化といえよう。後者で試験的に用いられた感のある側廊や   
シチーリアにおけるゲーテ  































ク文化とビザンツ文化の影響のもとで、文学では Province の影響も加わっ   
桂  芳 樹  
て、イタリアでは最初の俗語の「新生体」lo stilo nuovoの文学が生まれつつ  
あったし、造形美術の方では FriedrichII世の創造したゴシック的・ロマン  
ス語的革新の中で、この世紀の最大の存在の一人で、GiottoやDanteの世界  
に直接に接続するNicola Pisanoを生み出す土壌を醸成しつつあった。また  
既に11，12世紀において、幾何学的な線と模様の平面、空間構成のうちに建  
築のもつあらゆる動力学的要素を吸収してしまう独特な静的な古典主義を達放  
したFirenze と Toscana地方11｝は、この世紀には建築よりもむしろ絵画（モ  
ザイク）が芸術意識の変革の先端に立っており、非常に複雑な経過をへて、ビ  














受けついだもので、古典的な調和の精神の現われであろう。   
イタリアのゴシックのヨーロッパ芸術史における評価と位置づけは難しい。  
西欧の美術史家でイタリア・ゴシックを、単なる外国の意匠の遊びでLebens－  








































れに対して「上の教会」は理念的には宇宙または世界を表現するので広大で開   








成になっている。   
この教会の構成法はおそらく、不要な壁体を除去して大胆に採光窓を取り入  
れたフランスのレイヨナン様式（パリ王宮内の Saint－Cbapelle礼拝堂がその  
典型）などの影響が考えられよう。しかしこの様式が技巧に走り、後に 鮎m－  
boyant様式に行きつくのに対して、Assisiのそれは独特な人間的な空間を構  
成しており、フランチェスコ派、ドミニコ派の教会建築の一つの規範となった。  
SienaのS．Francesco寺院やS．Domenico寺院は、講堂型の実例である。   
なお、Goetheは178（）年10月26日14）、この地に立寄ったが、この時点で  
はゴシック様式を嫌悪していたのでこの寺院には関心なく、近くのローマ時代  
の遺跡（RC．1世紀）で教会になっている、Minerva寺院（Santa Maria  
SOpra Mi11erVa）の方に関心を示している。  
（b）Assisiの建築が修道院附属教会堂の様式を決定したものとすれば、伽  













エコ派のそれは、FirenzeのSanta Maria Novella寺院16）（1278年にFra   
シチーリアにおけるゲーテ  





















のSanta Croce17）のパシリカがある。これはフランチェスコ派の寺院で、形  
式はエジプト十字（会堂頭部の内陣両脇に左右5個ずつの後陣が並ぶ）、3身廊、  
1295年に彫刻家のArnolfo diCambioにより着工された。円熟期のGiotto  
のフレスコ画の傑作が多く、イタリア・ゴシックで最も美しい教会と言われ  
る。その空間のラテン的な壮大さ、合理的な明晰さ、その建築部分の質朴さな  






はそれを超えて大胆で斬新な構想を行った。即ち3身廊からなる教会堂休部に   









である。壁面の構成などは Santa Croce などと大体同じであるが、天井は  
SantaCroceが古典的な平天井であったのに対し複姓なオジーヴ・ヴオールト  





Santa Maria Novella，Santa Croce，Santa Maria delFioreなどの建築の  





地方）やPadova（Veneto地方）である。】】01ognaの San Francesco寺院19）  







（g）PadovaのBasilica diSant’Antonio2）（1270年頃）もBologna の場  
合と同じく、フランス古典期のゴシック形態を受容し、内陣をめぐる周歩廊（オ  
ジーヴ・ヴオールトを戴く）、9個の放射状祭室をめぐらす会堂頭部などは殆ん  
ど同じである。ただ時期が多少遅れるためか80lognaの寺院に比べて、ゴシ   
シチーリアにおけるゲーテ  
ックの線条主義が強く現われて洗練された感じを与える。これはファサード  









いものがある。   
以上13世紀のイタリアのゴシック様式の運動について要約すれば、 イタリ  
アはフランスの新しい文化様式の挑戦に対して、ロマネスクであれ、ビザンツ  
様式であれ、古典的伝統であれ、その地域性と伝統に従って自覚的に応戦し、  
その個性の自立性を示し、AssisiのS．Francesco寺院、Firenzeの Santa  
Maria Nove11a寺院、Santa Maria delFiore寺院などで独特の新しい空間  
を創出することに成功したということである。  
（11）以上の他に、イタリアのゴシック建築として記憶に価するのは、都市の  





Palazzo Pubblico（Perugia．1283－97），Palazzo Comunale（Siena．1298），  
Palazzo della Signoria（Firenze．1300頃Arnolfo の構想）、また既に14  
世紀に入りゴシック後期のgotico鮎rito様式の時代になるが、Venezia の  




の接触を計ったことである。もともと開放的性格のVenezia などではこれが  
極端になり、総督官邸の西周が二層の飾少回廊を巡らされることとなる。いず  
れにしても年とともに装飾的要素が増え、一般にどの部分の窓や壁面にも飾り   
16  桂  芳 樹  
アーチなどが取りつけられるようになった。   

















mengglante という名称になった。絵画において国際ゴンソク株式は、紘細華  
麗な色彩と細密描写を通じて、／レネサ／ス絵画を次第に育んで来たか、建築に  
おいてイタリアで最初にこの様式を採用したのは、MllanoのDuomo22）であ  
る。この大伽藍はMllano大司教AntonlO da Saluzzo がGlan Galeazzo  
V15COntlの援助を得てMllano市民の喜捨を集めて、当時の国際都市Mllano  
にふさわしい寺院を国際的な様式で建てようと願って始められたものである。   
定礎は1386年と推定されるが工事は長く続いた（19世紀に完了）。15世紀後  







貢献し国際交流に尽すことになったことである。芸術的評価は古来から二分さ   














（C）Venezia にこの様式が移入された正確な時期はわからないが、14世紀  
末MilanoのDuomo の建設に携った工匠によると伝えられる。そこでこの  
様式は装飾的要素として用いられ、総督官邸（1360年以後）、Ca d’Oro（14ZO．  
総督Marino Contarini邸）などの傑作を始めgoticofioritoの建築群が続々  
と立ち始めた。15世紀はヴェネツィア・ゴシックの世紀である。貴族の館とし  
ては最初に透し彫り窓を用いたと言われる Ariani－Minotto邸、Angelo  
Rafrele邸から、Casa deiDandolo（RivadelCarbon．以下15世紀），Casa  
delQuerini（S．Maria Mater Domini），Ca’Foscari，Palazzo Bernardo（S．  
Polo），Palazzo Soranzo－Van Axel（S．Marina）まで枚挙にいとまがない。小  
邸宅もPalazzetta delContariniFasan，Palazzetta delFalier，Palazzetta  
delPesaro－Fortuny（S・Benedetto），CasadiDesdemonaなど数が多い。  
た11世紀から1ヰ世紀にかけてVeneziaの商業的発展の結果、主としてCanal  
Grande 沿いに Fondaco deiTurchi，Casa deiMosto など外国人、商  
人、航海者、貴族などのための館が続々と建った。この「商館スタイル」は、  
Goticofioritoの先駆とも称すべきものであろう。San Marco寺院自体の建  
築の中でも、後の増築の部分あるいは飾りつけの部分で、ゴシック乃至Gotico  




いるものに、フランチェスコ派のS．MariadeiFrari，ドミニコ派のSs．Gio－   
桂  芳 村  
vannlePaolo（S・Zaれ1pOlo）缶）教会がある。他に′ト教会としては、S StefanQ，  




Santa Croce と同じ形である。特にS ZanlpOlo教会の方は歴代の総督や傭  
兵隊長の墓があり、国民を代表する教会として有名である。この二つの教会は  

























の雰囲気が多くの芸術家を魅惑した。都市の景観と市民生痛を好んで描いた   
シチーリアにおけるゲーテ  
Carpaccio，8e】tini一族、Guardi，C且n且1ettoなど1reェーeZia派や、イギリス  
のTurner など画家の系譜。そしてロマン派の神秘的、怪奇的なゴシック趣  
味からHormannsthalの夢幻怯まで。JohnRuskinによってヴェネツィア・  
ゴシックは、その合理的精神ではなくてローマン主義的夢幻性へ導く糸口となっ  
た。   
Goethe については、イタリア旅行中、総督官邸で公開裁判を見物した記録  
がある。第一次滞在でもまた1790年の第二次Ⅴ印eZia滞在中も、この宮殿に  
保存されていたVenezia派の絵画を観賞したことが記録されている2¢）。この  












San M£rCO寺院の建築とモザイク27）   






礼堂のつく Ravenna式バシリカが最初に現われたのはTorcello の Santa  
Maria Assunta教会（639年）においてである。これを最初として同じ形態の  
バシリカがVenezia湾の島喚に次々と建った。移転した首都としてのRialto  
鳥にも、S．Teodoro，S．Geminianoなどの寺院が建った。San Marcoもそ  











】l15】しIr＼m 芦．11▲hqn．  
BasilicadiSan Mareo平面図  










San Marco の第三次改築の建物もこの一群の中の→つであり、国威発揚を目  
的として総督Domenico CDntariniが着手し1073年完成したといわれる。こ  
の時、古いS且n Marco教会と隣接のS．Teodoro教会の取穀しが行われた。  
新しい教会は第二次マケドニアリレネッサンス期のビザンツ芸術の形態を反映  
し、集中式平面、ギリシア十字で、五個のドームを戴く今日の形態である。実  
際には Constantinople の整十二使徒教会を範として造られたといわれるが、  
構造に多少ちがう所もある。設計者は不明であるが、ギリシア人で、ただ一人  
の手になること、工匠はVenezia，Lombardia 人を使用したことなどが判っ  
ている。1073年の完成後16世紀まで継続的に補修、増築が続けられ、そのた  
め内外の様々な様式が混合することになった。古い教会の素材や装飾は可能な  
限り利用されたし、12，13世紀にはVel－eZia の海外発展に伴い海外領土や東  
方から戦利品が流入した。有名な正面ファサードニ階中央を飾る国頭の馬は、  
7ルセナーレ  
1加5年 Constantinople 陥落の際捕獲品として国立造船所に搬入されたのを  
1250年に飾り着けたものである。ファサードは二層から成るが、上層の五個の  
切妻の半円形の飾りアーチ頭項部につくレース状薬餌り、立像、その背後に林  
立する小礼拝堂などは全てゴシック的装飾部分である。   
この寺院の構造の概要を述べると、本体はギリシア十字で各袖廊（P，C，G，  タンナール  
L）と交錯部には一個ずつの巨大な鼓胴式ドームを戴く。各個の名称は西袖廊  
（C）が Cupola delle Pentecoste，交錯部（E）のそれが中央ドームまたは  





となり、右側廊が聖Clementeの礼拝堂（5ヰ，57）、左側廊が聖ペテロの礼拝堂   







特にArcone dell’Apocalisseと呼ばれる。交錯部を取巻く4本の大アーチを  
それぞれ、東（Ⅰ）、西（D）、南（F）、北（0）の大アーチと呼んでいる。以上の  
他に、CappellaZen（a），洗礼堂（Z）、聖器童（y）、Cappella S・Isidoro（77），  
Cappella delMascoli（81），聖処女の祭壇（71）などがある。Atrioから寺院  
内部への入口は、中央門（25）と S．Clemente門（2（））がある。   








ルト」、Areone delParadiso（A）で、その下部の空隙から内部の「黙示録の  
ヴオールト」、Arcone dell’Apocalisse（B）を窺うことができる。また門（A）  
の左右壁の廉から階段を登ると内部では二階の回廊、外部では正面ファサード  
の二階に到る構造になっている。この正面玄関の広間で有名なのは、長期にわ  




に接吻して、くNon tibi，SedPetro〉（貴下にではなくペテロに対して）と言っ  
たのに対して、教皇は〈EtmihietPetro〉（予に対してもペテロにも）と答え  
たと伝えられる鯛）。   
最後に正面ファサードの入口は、五個所あるが、西端の門（5）は、Cappella  
Zenの窓に転用されている。門はいずれも二段からなる束ね柱（円柱）に乗った  
棒形大アーチを外枠としており、入口に向ってさらに幾つかのアーチを同心円   






る。   
モザイク施工が長期にわたったため、また修復部分もあるため、様々な様式  
が加わり複雑を極める。ビザンツ様式、Ravenna系譜のもの、12，13世紀の  
ロマネスクの色濃いもの（この部分が最も多い）、ルネッサンス期の Venezia，  
Toscana地方の工匠の手になるもの（下絵を使用〉など。さらに建築構造の複推  
さが図像的な複雑さの原因となっている。   













府の消滅以後Venezia は文化的のみならず政治的にもRavenna の後継者と  
なる。そして工匠団体とともにモザイクの技術がRavenna からVenezia に  
向って一斉に移動する。これを証明するかのように Venezia湾の規模の大き  
い教会はこの時期例外なくモザイク装飾を施された。（S．Teodoro，S．Mar－  
gherita，S．Niccolb diLidoなど）。それ故、総督Domenico Servo（1071－  
84）の時代S．Marco寺院の装飾が最初に大規模に始められた時、Veneziaに  
はRavennaの技術的、図像的後継者で土着した、活動的なモザイク工匠の団  
体と工房の一群が存在したはずである。この情況は、すべてピザンツおよびそ   
桂  芳 樹  





ポチ一方 の「工房」も多かったらしく、S．Marco工事監督局は、伝統的技術の養成保  
存のため少くとも二人以上の徒弟を養成することを通達している。装飾工事の  
統一性を守るため、これら「工房」の連合組織も存在したようで、それが S．  
Marco以外の他の教会の施工も担当したと推定される。   
一方、Veneziaの東方ピザンツとの関係も、Ravenna の政治的文化的後継  
者として益々親密の度を加えた。聖像礼拝問題による危機の後、紀元1000年  









対してRuggeroはWelfVI世、フランス王Louis VIII世らと同盟して戦  
いビザンツのイタリアにおける勢力を一掃した戦いである。特に第二次戦争は  
文化史的に重要な意味をもった。即ちこの戦争によって、Siciliaはビザンツと  









継続的に続き、中世の段階では完全に消失することはなかった。12，13世紀の   
シチーリアにおけるゲーテ  25  
ロマネスクの影響の強い時期でも、ピザンツ様式の中央や地方の強い波長が突  
如として現われて一種の古典主義への回帰を示す場合があった。ピザンツ文化  
は Venezia の基底にあって強い文化的形成カをもっていた。Ravenna 系の  
工匠に湿ってビザンツ渡来の工匠の存在を示す文書も多く見られ、この二種類  









の純正型とはちがう S．Marcoの独自性がある。またビザンツの図像体系では  
モザイクは「神学的循環」一種類で、それが「永遠の真理」と「地上の現実．  エートス  
の二つの群に分れていたが、ここでは「神学的循環」の他に「人倫的循環」、  
「社会的循環」、「Venezia教会の永遠を潰える循環」などが加わり、西欧ロマ  
ネスクにおける図像体系と図像配置の影響が強くでている。San Marcoのモ  
ザイクは、ビザンツの純正形を規範としながら、最初から独自性をもって出発  
したと言えよう。   
San Marco のモザイク装飾の発展は Venezia の歴史そのものである。そ  
してその様式は中世段階のものだけで、初期キリスト教様式、古典様式、ビザ  
ンツ純正様式と地方的変種、ロマネスクからゴシックの予兆に至るまで、あら  
カル・トン ゆるものを含む。さらに15，16世紀のヴェネツィア派巨匠らの下絵による作品  
がこれに続く。その図像配置と発達史およびその評価については次号で行う予  
定である。  




』rピ放ピ√蝕rど潤〃Jおr〝ゐね5ブどfJg（1824），A紘妬地肌肋＝用句押ed＝k5毎払（1824）■   
2）この第ⅠⅤ回十字軍の出発に際してフランス軍将士がSan M8rCO広場に集結し、  
総督Enrico Dandolo磨下のVenezia軍と合流した。   
島）cluny修道院第三教会については、Fo・「ロマネスク」p．12326，1S2－86．磯崎：   
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「中世の光と石」P・13013ヰ，DuomodiC且t且nia：TCI：Sldlia．p．52325．Cattedrale  
diMazara：TCI：Sicllia：p．247」帽．   
4）saint－Denis修道院：Fo，「ゴシック」P．2124．DuomodiCefalh：TCI：SictLia  
p．379－80，   
5）cattedrale diPalermo：TCl：SiciLia，P．135－140．   
6〉 s■ Maria degliAlemanni（Messina）：TCI：SiciLia．p．439ヰ0．Basilica del  
Murgo（Lentini）：TCI：SiciLa．p．500．Chiesa diS．Nicola（Agrigento）：TCI：  
ぶ∫dJ′〃．p．31921．   
7）CasteldelMonte：MON．SAI．p．407．SAN．SAI：p．329．   
8）Foss8nOVa：TCI：LoglO．P．509－13．Abbazia diCasamari：TCI：La之io．  
p．ヰ60－62．   
9）MON・SAI：p．384－93．Battistero diParma：TCl：EmiLia－RomL2gナIa．p．399L  
401・Duomo diFidenza：TCI：BhiliaTRomagIla．p．175－76．Basilica diS．Andrea  
（Vercelli）：TCI：♪k鳳州血．p．540」り．  
1O）MON・SAl：p・36063・BasilicadiS．Clemente（Roma）：TCI：Roma．p．372－  
75・lhsilica diS▲Mariain Trastevere（Roma）：TCIRomq．p．444－46．  
11）12世紀のFirenze建築の新古典主義傾向については、MON．SAl：p．3ヰ7－51．  
1ヨ〉 Meyer：EK．ⅠⅠ．p．20－24．  






15）sAN．SAI：p．315Duomo diSiena．TCI：Toscana，p．50009．Duomo di  
Orvieto．TCI：び椚∂〟d．p．45287．  
16）S・Maria Novella（Firenze）．MON．SAIp．405．SAN．SAl．p．318－19．  
TCI：爵r印gβ．p．2889ヰ．  
17）Basilica di．S．Croce（Firenze），SAN．SAI．p．31920．TCI：Fuenge．p．197－  
210．  
18）Santa Maria delFiore（Firenze）．MON．SAt．p．405．SAN．SAI．p．320  
21．TCI：鼎re〝gg．93－104．  
19〉 S．Francesco（Bologna），MON．SAI．p．405．SAN．SAI，p，312．TCI：  
風扇友一只omdgI‡〃．p．142－45．   
已0）Basilica diSant’Antonio（Padova）．MON．SAI．p．406．SAI．SAI．p．312．  
TCl：拍〃βわ．p．36287．   
21）Flamboyant様式。Fo；「ゴシック」p．288300．Meyer：EK：p．280－85．   
2ヱ）Duomo diMilano．SAN，SAI，P，324－26，TCI：MfLaTZO．P．60－78．   
2さ）Voyage．p．256－57．   
24）Palazzo Ducale．SA：ヾ．SAI．p．32629．TCI：VeneEia，P．117－42，Cad’Oro．  
TCI：れ柁gヱJ瓜p．21ヰー24．   
25）S．Maria deiFrari．TCt．：Ijbnezia．p．284－89．S．Zanipolo，TCl：Venezia．  
p．198－204．   
2¢）公開裁判については、H，Ⅰ．R．p．75－77に記載。（17＄7年10月3日の：質）この日は   
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ンターがあったS．Zanipolo寺院訪問記がのっている。   
27）San Marco．～tON．SAl．p■ 324－27▲ p・410－418・SAN．SAl▲ p．26468．  
TCl：拘〃ビgf瓜p，7（〉107．   
雲8） Rom：SDV．2．8485，   
2D）IV－VI世紀のRavenna芸術に関しては、MON．SAI．p．212r37、SAN．SAI．  
p．20227．S・Apollinarein Classe・TCI：Emilia－Romag佃．p．548．S．Apollinare  
Nuovo．Ibid・p■5峯4－45■ S．Vitale．1bid．p．529－30．  
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